
編集後記
　暑い日が続きますが、熱中症に気をつけましょ
う。読者の皆様のお便りを拝見させていただくと、
「アイスクリームを食べたい」という意見が特に多
かった気がします。私も同じ意見です。	 （Ｓ）
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農業共済新聞は、
地域と農業を元気にします。

口座振替へ変更のお願い

ラジオCM放送中

やんちゃ小
僧の

こだわりが
詰まった

枝豆をどうぞ!

※本文12ページに掲載

●	

キ
ャ
ン
プ
に
行
き
、
キ
ン
キ
ン
に

冷
え
た
ビ
ー
ル
で
喜
寿
の
お
祝
い

を
家
族
で
カ
ン
パ
イ
し
た
い
。
夢

で
す
。	

佐
久
穂
町 

Ｔ
・
Ｙ
さ
ん

●	

野
菜
の
種
を
ま
い
た
り
、
苗
を
植

え
た
い
。
昨
年
、
枝
豆
、
落
花
生
、

ト
マ
ト
の
生
育
が
悪
か
っ
た
の
で

リ
ベ
ン
ジ
！	

小
海
町 

Ｓ
・
Ｓ
さ
ん

●	

草
む
し
り
を
し
て
木
か
げ
で
夫
と

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
を
食
べ
る
。

	
	

上
田
市 

Ｋ
・
Ｋ
さ
ん

●	

庭
先
に
暑
く
な
っ
た
ら
打
ち
水
を

し
ま
す
。
縁
側
が
涼
し
く
な
る
の

で
昼
寝
は
最
高
で
す
。

	
	

東
御
市 

Ｓ
・
Ⅰ
さ
ん

●	

夜
空
の
写
真
を
撮
る
。

	
	

諏
訪
市 

Ｎ
・
Ｋ
さ
ん

●	

山
の
ヤ
ブ
切
り
、
草
刈
り
な
ど
た

く
さ
ん
の
仕
事
が
待
っ
て
い
ま
す
。

	
	

宮
田
村 

Ｈ
・
Ｈ
さ
ん

●	
暑
い
の
は
嫌
い
な
の
で
、
何
も
で

き
ず
に
い
ま
す
。

	
	

飯
田
市 

Ｔ
・
Ｏ
さ
ん

●	

裏
山
に
入
っ
て
森
林
浴
を
し
な
が

ら
孫
と
川
で
遊
ぶ
予
定
で
す
。
マ

イ
ナ
ス
イ
オ
ン
が
い
っ
ぱ
い
で
気

持
ち
い
い
！	
阿
智
村 
Ｍ
・
Ｋ
さ
ん

●	

プ
ー
ル
に
行
き
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

し
た
り
泳
い
だ
り
し
て
体
力
つ
け

た
い
で
す
。
南
木
曽
町 

Ｋ
・
Ｍ
さ
ん

●	

大
き
な
ス
イ
カ
を
親
戚
等
に
送
り

ま
す
。	

松
本
市 

Ｍ
・
Ｎ
さ
ん

●	

水
族
館
に
行
っ
て
魚
の
泳
ぐ
の
を

ず
っ
と
み
て
い
た
い
。

	
	

安
曇
野
市 

Ａ
・
Ｙ
さ
ん

●	

道
の
駅
を
ま
わ
っ
て
、
そ
の
土
地

な
ら
で
は
の
野
菜
や
く
だ
も
の
を

食
べ
歩
き
し
た
い
で
す
。

	
	

麻
績
村 

Ｙ
・
Ｈ
さ
ん

●	

ヒ
ス
イ
海
岸
へ
行
き
ヒ
ス
イ
を
見

つ
け
た
い
。
海
が
恋
し
い
！

	
	

池
田
町 

Ｓ
・
Ｎ
さ
ん

●	

ア
サ
ガ
オ
を
た
く
さ
ん
咲
か
せ
た

い
で
す
。
緑
の
カ
ー
テ
ン
で
涼
み

た
い
!!	

千
曲
市 

Ｔ
・
Ｓ
さ
ん

●	

気
候
も
良
く
な
る
の
で
、
節
電
・

節
水
を
い
つ
も
よ
り
心
が
け
、
ど

の
く
ら
い
頑
張
れ
る
か
挑
戦
し
て

み
た
い
。	

中
野
市 

Ｙ
・
Ｓ
さ
ん

●	

家
庭
菜
園
で
夏
野
菜
を
作
り
た
い

と
思
い
ま
す
。
孫
た
ち
が
楽
し
み

に
待
っ
て
い
る
の
で
。

	
	

長
野
市 

Ｔ
・
Ｔ
さ
ん

●	

息
子
が
６
月
に
生
ま
れ
る
の
で
、

散
歩
な
ど
一
緒
に
し
た
い
！ 

	
	

長
野
市 

Ｓ
・
Ⅰ
さ
ん

●	

早
生
り
ん
ご
（
シ
ナ
ノ
リ
ッ
プ
な

ど
）
を
収
穫
し
て
、
と
り
た
て
り

ん
ご
を
食
べ
た
い
で
す
。

	
	

飯
綱
町 

Ｅ
・
Ⅰ
さ
ん

暑
く
な
っ
た
ら
し
た
い
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

読者のみなさんから

　組合では、事務処理の適正化と効率化を図る観点から、
「現金」の取扱いをなくすことを目指しています。
　掛金等を現金または振込で納入いただいているみなさま
には、口座振替へ変更いただきますよう、ご理解とご協力
をお願いします。

　SBCラジオにて毎週月曜日から金曜日の
午前10時ごろと、土曜日の9時40分ごろ
NOSAIのCMを放送しています。
　令和6年もラジオカーに出演予定です。出演情報などは
LINEでお知らせします。いろいろな情報も配信しています
ので、ぜひLINE登録をお願いします！

　農業経営のノウハウや情報、暮らしのヒント
や収入保険の情報、いざという時の保険のこと
も、掲載されている農業共済新聞。
　毎週水曜日、月4回の発行です。
　収入保険加入者、基礎組織構成員の新規購読
者にはもれなくQUOカード500円分を差し上
げます。
　申し込みやお問い合わせは、
NOSAI長野本所
総務部企画情報課
TEL026-217-5804



《費用》《収益》

（単位：円）

合計
5,303,239,609

（単位：円）

合計
5,303,239,609

その他業務収入
568,521,779
賦課金

91,537,132

当期剰余金
229,948,688

掛金・交付金
1,985,246,451

その他事業収入
1,147,248,417

国等からの
受取補助金

1,072,597,380

家畜診療の収入
119,511,617

保険金
318,576,833

国等への保険料 
365,524,657

家畜診療所運営費
209,488,806

支払共済金
(農機具共済満期金含む)
1,425,004,088

その他事業支出
949,564,446

組合運営費
2,123,708,924

第
８
回
通
常
総
代
会
開
催

令和5年度 事業報告と決算報告

令
和
５
年
度
事
業
報
告
並
び
に

令
和
６
年
度
事
業
計
画
が

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
令
和
６
年
６
月
18
日
、
安
曇
野
市
「
安
曇
野
ス
イ

ス
村 

サ
ン
モ
リ
ッ
ツ
」で
第
８
回
通
常
総
代
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　
総
代
総
数
１
９
８
人
中
、
本
人
出
席
50
人
、
書
面

出
席
１
４
５
人
、
合
計
１
９
５
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
議
長
に
は
伊
那
市
の
大
塚
治
男
総
代
が
選
任
さ
れ
、

提
出
し
た
10
議
案
に
つ
い
て
慎
重
審
議
し
て
い
た
だ

き
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

●
第
１
号
議
案	

令
和
５
年
度
事
業
報
告
書
、
財
産
目
録
、
貸
借
対
照
表
、
損
益
計

算
書
並
び
に
剰
余
金
処
分
案
及
び
不
足
金
処
理
案
に
つ
い
て

●
第
２
号
議
案	
令
和
６
年
度
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
案
に
つ
い
て

●
第
３
号
議
案	
令
和
６
度
事
務
費
の
賦
課
及
び
徴
収
方
法
に
つ
い
て

●
第
４
号
議
案	
役
員
、
損
害
評
価
会
委
員
、
損
害
評
価
員
及
び
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
部
長

報
酬
に
つ
い
て

●
第
５
号
議
案	

役
員
退
任
慰
労
金
に
つ
い
て

●
第
６
号
議
案	

余
裕
金
預
け
入
先
金
融
機
関
に
つ
い
て

●
第
７
号
議
案	

借
入
金
最
高
限
度
額
及
び
借
入
条
件
に
つ
い
て

●
第
８
号
議
案	

損
害
評
価
会
委
員
の
補
欠
選
任
に
つ
い
て

●
第
９
号
議
案	

家
畜
診
療
所
運
営
委
員
の
補
欠
選
任
に
つ
い
て

●
第
10
号
議
案	

職
員
給
与
規
則
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

●
付
帯
決
議

　
農
業
保
険
事
業
の
普
及
、
事

業
推
進
等
に
関
し
て
長
年
に
亘

り
尽
力
さ
れ
、
本
年
度
栄
え
あ

る
組
合
長
表
彰
を
受
賞
さ
れ
た

方
は
次
の
と
お
り
で
す
。

令
和
６
年
度 

長
野
県
農
業
共
済
組
合

役
員
等
表
彰
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

小
諸
市	

望
月 　
徹

	

前
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
部
長

小
諸
市	

岡
西 

和
人

	

前
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
部
長

小
諸
市	

浦
山 

隆
男

	

前
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
部
長

佐
久
市	

桜
井 

功
一

	

前
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
部
長

佐
久
市	

土
屋 

繁
行

	

前
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
部
長

佐
久
市	

山
崎 

傳
海

	

前
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
部
長

佐
久
市	

瀬
下 

明
久

	

前
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
部
長

上
田
市	

井
出 

孝
夫

	

前
総
代

上
田
市	

川
合 

敏
光

	

前
損
害
評
価
員

上
田
市	

中
村 

健
一

	

前
損
害
評
価
員

上
田
市	

翠
川 

美
孝

	

前
損
害
評
価
員

上
田
市	

小
平 

昭
一

	

前
損
害
評
価
員

小
川
村	

伊
藤 

正
市

	

前
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
部
長

農
業
共
済  

総
共
済
金
額（
補
償
額
）１
兆
２
３
４
２
億
円

収
入
保
険  

３
５
６
４
経
営
体　
補
償
額
５
１
４
億
５
５
７
万
円

　

気
候
変
動
に
よ
る
災
害
の
激
甚
化
に
備
え
、「
安

心
を
す
べ
て
の
農
家
に
届
け
よ
う
」
を
運
動
目
標
に
、

「
未
来
へ
つ
な
ぐ
」
サ
ポ
ー
ト
運
動
を
展
開
し
ま
し

た
。
行
動
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
「
よ
り
身
近
に
、
よ
り
丁

寧
に
、
農
家
の
も
と
へ
」
を
設
定
し
、
す
べ
て
の
農

業
者
に
農
業
保
険
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
指
し
事
業

推
進
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
特
に
、
収
入
保
険
と
園

芸
施
設
共
済
を
重
点
事
業
と
し
、
収
入
保
険
で
は
、

推
進
グ
ル
ー
プ
を
構
成
し
、
課
題
を
メ
ン
バ
ー
で
共

有
・
解
決
を
図
り
な
が
ら
早
期
訪
問
を
実
施
し
新
規

加
入
に
大
き
な
実
績
を
残
し
ま
し
た
。
農
業
共
済
の

総
共
済
金
額
は
１
兆
２
３
４
２
億
円
（
前
年
比
97
・

４
％
）、
収
入
保
険
の
補
償
額
は
５
１
４
億
５
５
７

万
円（
前
年
比
１
１
３
・
２
％
）、
３
５
６
４
経
営
体

（
前
年
比
１
１
６
・
２
％
）
と
な
り
ま
し
た
。

　
被
害
関
係
は
、
農
作
物
・
畑
作
物
で
は
高
温
・
干

ば
つ
の
影
響
に
よ
り
生
育
不
良
、
獣
害
、
果
樹
で
は

凍
霜
害
に
よ
り
甚
大
な
被
害
が
発
生
、
園
芸
施
設
で

は
風
害
、
雪
害
、
建
物
で
は
火
災
、
雪
害
、
地
震
、

水
道
管
凍
結
等
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
適

正
評
価
、
共
済
金
の
早
期
支
払
い
に
努
め
、
任
意
共

済
を
除
く
支
払
共
済
金
は
10
億
１
７
１
２
万
円
（
前

年
比
１
４
１
・
０
％
）、
任
意
共
済
を
含
め
た
支
払
共

済
金
総
額
は
13
億
１
２
７
４
万
円（
前
年
比
１
１
９
・

０
％
（
農
機
具
更
新
共
済
満
期
除
く
））、
収
入
保
険

支
払
保
険
金
等
は
25
億
６
９
９
９
万
円
（
前
年
比
１

０
７
・
４
％
）
と
な
り
ま
し
た
。

共済目的 引受数量 共済金額（千円） 農家負担掛金（円） 支払共済金（円）

制　
度

農 作 物 18,866 ha 17,766,390 26,745,231 46,324,543
家 畜 64,624 頭 9,690,487 269,305,735 539,656,530
果 樹 964 ha 3,483,577 66,773,901 326,367,089

畑作物
大豆 そば 1,475 ha 452,107 8,345,988 20,853,179
蚕 繭 33 箱 2,172 16,208 321,850

園 芸 施 設 16,820 棟 13,931,078 92,316,021 83,595,782
小 計 ― 45,325,811 463,503,084 1,017,118,973

任　
意

建 物 97,729 棟 1,172,522,100 638,664,154 249,920,884

農機具
損 害 6,147 台 16,010,610 47,222,474 45,046,435
更 新 152 台 341,290 51,545,882 657,169

保管中農産物補償 23 口 23,000 104,650 0
小 計 ― 1,188,897,000 737,537,160 295,624,488
合　　　　計 ― 1,234,222,811 1,201,040,244 1,312,743,461

収入保険
加入経営体数 補償額（千円） 保険金額（千円） 補塡対象金額（千円）

3,564件 51,405,571 45,875,358 5,530,214

令和5年度 事業報告

収益と事業の状況（令和5年4月1日から令和6年3月31日まで）

（注）ラウンドのため小計・計は一致しない場合がある。※保険金額は保険方式部分、補塡対象金額は積立方式部分

可
決
・
承
認
さ
れ
た
議
案

大塚治男議長 あいさつする羽田組合長

NOSAIながのNOSAIながの 23



《支出》

2,310,907
合計

《収入》

（単位：千円）

その他の支出 95,817

損害防止費 35,247
引当金繰入 6

損害評価費 21,427

施設費（光熱・リース料・保守・
維持費等） 235,074

普及推進費（事業奨励・広報）
142,611

業務費（報酬・システム委託等）
143,807

事務費（通信・印刷・消耗品等）
115,728

人件費 1,521,190

その他の収入 19,019

事業勘定受入（任意共済事務費） 
416,554

業務雑収入（賃貸収入等） 37,621
引当金戻入 315,470

受取利息 200,682

収入保険受託収入 136,000

賦課金 85,980

受取補助金
（事務費・奨励補助金）
1,099,581

前年度繰越金 0

　
近
年
は
、
過
去
に
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
激
甚
な
自
然
災
害
の
発
生
に
加

え
、
国
際
情
勢
の
急
変
に
よ
り
、
海
外
に
依
存
度
の
高
い
飼
料
や
肥
料
原
料

な
ど
の
生
産
資
材
や
燃
油
な
ど
の
価
格
高
騰
等
農
業
経
営
を
取
り
巻
く
状
況

は
厳
し
さ
が
さ
ら
に
増
し
て
い
ま
す
。

　
政
府
で
は
、
食
料
安
全
保
障
の
確
保
、
環
境
と
調
和
の
と
れ
た
食
料
シ
ス

テ
ム
の
確
立
、
農
業
の
持
続
的
な
発
展
の
た
め
の
生
産
性
の
向
上
、
農
村
に

お
け
る
地
域
社
会
の
維
持
等
を
図
る
た
め
「
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
」

の
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
農
業
保
険
に
つ
い
て
は
、

自
然
災
害
へ
の
備
え
や
生
産
性
向
上
お
よ
び
付
加
価
値
向
上
の
取
り
組
み
へ

の
下
支
え
と
し
て
収
入
保
険
と
農
業
共
済
の
両
制
度
は
、
農
業
者
の
営
農
と

生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
経
営
安
定
の
基
幹
的
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し

て
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
ま
す
ま
す
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
組
合
は
、
各
地
域
の
特
性
を
踏
ま
え
た
加
入
推
進
を
通
じ
て
、
農
業
経
営

の
基
幹
的
な
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て
の
農
業
保
険
を
農
業
の
生
産
現
場

に
よ
り
深
く
浸
透
さ
せ
、
す
べ
て
の
農
業
者
に
提
供
す
る
た
め
、
昨
年
４
月

か
ら
の
「
未
来
へ
つ
な
ぐ
」
サ
ポ
ー
ト
運
動
を
展
開
し
、
次
の
事
項
に
組
織

を
挙
げ
て
取
り
組
む
も
の
と
し
ま
す
。

（
１
）総
合
性
・
地
域
性
を
踏
ま
え
た
農
業
保
険
の
加
入
推
進

（
２
）人
材
育
成
と
役
職
員
の
資
質
向
上

（
３
）事
業
運
営
基
盤
の
強
化

（
４
）広
報
・
広
聴
活
動
の
強
化

「
未
来
へ
つ
な
ぐ
」サ
ポ
ー
ト
運
動
を
展
開

農
業
保
険
を
農
業
の
生
産
現
場
に
よ
り
深
く

浸
透
さ
せ
、
す
べ
て
の
農
業
者
に

令和6年度 事業計画と収支予算

令和6年度 業務収支予算
（令和6年4月1日～令和7年3月31日）

収入保険 経営体数（件） 個人（件） 法人（件）

合　　計 4,000 3,713 287

農作物
水 稲 ａ 1,715,900 17,135,468

麦 ａ 164,351 488,784
合 計 ａ 1,880,251 17,624,252

家畜

死
亡
廃
用
共
済

搾 乳 牛 頭 11,131 1,918,174
繁殖用雌牛 頭 2,625 751,331
育 成 乳 牛 頭 5,081 669,600
育成肥育牛 頭 17,380 5,639,539
繁殖用雌馬 頭 23 4,299
育成肥育馬 頭 13 4,031
種 豚 頭 1,857 40,504
肉 豚 頭 2,669 14,680
種 雄 牛 頭 6 3,732
種 雄 馬 頭 6 1,458
小 計 頭 40,791 9,047,348

疾
病
傷
害
共
済

乳 用 牛 頭 11,471 419,521
肉 用 牛 頭 12,799 192,476
一 般 馬 頭 36 460
種 豚 頭 800 9,280
種 雄 牛 頭 5 223
種 雄 馬 頭 6 103
小 計 頭 25,117 622,063

合 計 頭 65,908 9,669,411

果樹

り ん ご a 65,600 1,995,458
ぶ ど う a 10,000 657,603
な し a 7,000 334,166
も も a 5,100 202,403
か き a 2,100 30,877
す も も a 700 30,964
合 計 a 90,500 3,251,471

畑作物

大 豆 ａ 103,378 355,017
そ ば ａ 67,363 164,735

蚕　
　
繭

春 蚕 繭 箱 15 1,089
初 秋 蚕 繭 箱 11 671
晩 秋 蚕 繭 箱 7 412

計 箱 33 2,172
合 計 — 521,924

園芸
施設

ガラス室 Ⅱ類 棟 169 984,542

プラスチック
ハ ウ ス

Ⅰ類 棟 2 8,049
Ⅱ類 棟 14,699 8,257,715
Ⅲ類 棟 258 722,704

Ⅳ類
甲 棟 249 1,402,404
乙 棟 233 1,524,133

Ⅴ類 棟 150 488,777
Ⅵ類 棟 1,225 802,534

合 計 棟 16,985 14,190,858

建　物
総 合 共 済 棟 15,343 147,102,800
火 災 共 済 棟 80,432 1,001,968,860
小 　 　 計 95,775 1,149,071,660

農機具

損 害 共 済 台 6,454 16,811,144
更 新 共 済 台 149 342,000
保管中農産物補償共済 口 23 23,000
小 計 — 17,176,144

総 合 計 — 1,211,505,720

任 意 共 済 合 計 — 1,166,247,804

制 度 共 済 合 計 — 45,257,916
（注）ラウンドのため小計・計は一致しない場合がある。

共済目的等 引受本年度計画 共済金額（千円） 共済目的等 引受本年度計画 共済金額（千円）

（2） 任意共済事業の引受計画
共済目的等 引受本年度計画 共済金額（千円）

（1） 制度共済事業の引受計画
1. 農業共済事業

2. 収入保険事業

令和6年度 事業計画（引受計画と補償額）

収入保険の引受計画

令和6年度目標 農業共済事業	 1兆2,115億円
収入保険事業	 4,000経営体
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２
０
２
４
年
４
月
よ
り
、
勤
め
て
い
た
農
協
を
退
職
し
、
実
家
の
農

業
を
継
ぐ
形
で
就
農
し
ま
し
た
。
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
や
ブ
ル
ー
パ
フ
ュ

ー
ム
な
ど
の
切
り
花
を
中
心
に
ハ
ウ
ス
、
露
地
栽
培
を
し
て
い
ま
す
。

　
農
業
高
校
、
農
業
大
学
を
卒
業
し
農
協
に
就
職
。
９
年
ほ
ど
果
樹
の

技
術
員
を
担
当
し
、
花
の
技
術
員
へ
異
動
し
ま
し
た
。
農
協
職
員
時
代
、

い
ず
れ
実
家
の
農
業
を
継
ぐ
だ
ろ
う
と
い
う
想
い
は
あ
り
ま
し
た
。
就

農
し
て
３
ヵ
月
ほ
ど
経
ち
ま
す
が
、
単
位
面
積
当
た
り
の
収
益
を
上
げ

る
こ
と
を
念
頭
に
日
々
栽
培
を
し
て
い
ま
す
。
面
積
を
集
約
す
る
こ
と

に
よ
り
消
毒
、
草
取
り
の
手
間
が
省
け
、
そ
れ
に
伴
い
資
材
費
も
減
ら

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
現
在
は
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
最
盛
期
。
父
と
作
業
を
し
て
い
る
と
動

き
の
良
さ
に
驚
き
、
や
は
り
経
験
は
す
ご
い
な
と
感
じ
ま
す
。
兼
業
で

行
っ
て
い
た
時
と
は
違
い
、
毎
日
作
業
す
る
と
筋
肉
痛
に
な
り
ま
す
。

今
後
、
農
家
の
数
は
減
っ
て
い
く
一
方
で
あ
り
現
状
と
は
大
き
く
変
わ

っ
て
き
ま
す
。
今
は
同
年
代
の
仲
間

が
欲
し
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
同
じ

悩
み
を
抱
え
切
磋
琢
磨
し
て
い
け
ば

楽
し
さ
も
出
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

　
タ
キ
イ
研
究
農
場
付
属
園
芸
専
門
学
校
を
卒
業
後
、
20
歳
で
就
農
し

ま
し
た
。
現
在
は
、
ハ
ウ
ス
で
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
を
約
10
㌃
栽
培
し
、
直

売
所
や
レ
ス
ト
ラ
ン
に
向
け
て
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
は
３
～
６
月
と
８
～
11
月
に
か
け
て
収
穫
し
ま
す
。

植
え
て
か
ら
収
益
が
出
る
ま
で
３
年
ほ
ど
必
要
と
な
る
点
が
デ
メ
リ
ッ

ト
で
す
が
、
競
合
が
少
な
い
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。

　
土
づ
く
り
に
こ
だ
わ
っ
て
お
り
、
も
み
殻
で
堆
肥
を
作
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
資
材
費
が
高
騰
す
る
中
、
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
の
た
め
に
環
境
浄
化

微
生
物
の
え
ひ
め
Ａ
Ｉ-

２
な
ど
も
自
作
し
、
殺
菌
剤
や
殺
虫
剤
を
使

用
せ
ず
に
栽
培
し
て
い
ま
す
。
管
理
に
こ
だ
わ
っ
て
い
る
分
、
好
評
の

声
も
多
く
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
作
業
は
大
変
で
は
あ
り
ま
す
が
、
苦
労
が
収
穫
と
い
う
形
で
実
る
こ

と
が
一
番
の
励
み
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
専
門
学
校
時
代
の
友
人
と
会

う
こ
と
も
良
い
刺
激
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
規
模
・
販
路
を
拡
大
す
る

と
と
も
に
、
低
コ
ス
ト
・
高
品
質
を

実
現
す
る
栽
培
環
境
づ
く
り
を
進
め

て
い
き
た
い
で
す
。
将
来
的
な
野
望

と
し
て
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
産
地
化

も
視
野
に
入
れ
て
い
ま
す
。

田
た

中
なか

 光
ひかる

さん（25歳）

　
元
々
は
自
営
業
を
営
ん
で
お
り
、
44
歳
の
時
に
就
農
し
ま
し
た
。
就

農
当
時
は
水
稲
栽
培
中
心
に
共
同
で
農
業
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
２

０
１
１
年
に
独
立
し
、
水
稲
、
小
麦
栽
培
を
は
じ
め
ま
し
た
。

　
22
年
に
テ
レ
ビ
で
新
潟
県
柏
崎
市
の
ご
み
の
処
理
熱
を
使
っ
た
バ
ナ

ナ
栽
培
を
見
て
興
味
を
持
ち
、
輸
入
物
が
９
割
を
占
め
る
中
、
数
少
な

い
国
産
バ
ナ
ナ
に
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
と
考
え
た
こ
と
も
き
っ
か
け
で
栽

培
を
始
め
ま
し
た
。

　
栽
培
を
始
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
岡
山
県
に
視
察
に
行
き
「
凍
結
解

凍
覚
醒
法
」
と
い
う
寒
い
日
本
で
も
バ
ナ
ナ
に
耐
寒
性
を
持
た
せ
て
、

栽
培
し
や
す
く
す
る
栽
培
方
法
を
勉
強
し
て
取
り
入
れ
ま
し
た
。

　
現
在
栽
培
し
て
い
る
品
種
は
「
グ
ロ
ス
ミ
ッ
シ
ェ
ル
」
と
い
う
品
種

で
、
甘
み
が
強
く
、
食
味
が
良
い
の
が
特
徴
で
す
。
海
外
で
も
昔
は
多

く
栽
培
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、「
パ
ナ
マ
病
」に
弱
く
、
輸
入
物
の
バ
ナ

ナ
は
病
気
に
強
い
「
キ
ャ
ベ
ン
デ
ィ
ッ
シ
ュ
」
と
い
う
品
種
に
代
わ
っ

て
い
る
た
め
日
本
で
は
流
通
量
の
少
な
い
品

種
で
す
。

　
安
心
、
安
全
な
バ
ナ
ナ
を
消
費
者
に
届
け

た
い
の
で
、
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
証
の
取
得
を
目

指
し
て
栽
培
に
力
を
入
れ
る
予
定
で
す
。

　
現
在
は
主
に
地
元
の
直
売
所
等
へ
出
荷
し

て
い
ま
す
が
、
今

後
は
六
次
産
業
化

も
検
討
し
て
お
り
、

お
客
さ
ん
が
立
ち

寄
れ
て
、
休
憩
で

き
る
よ
う
な
場
所

と
し
て
も
発
展
さ

せ
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
東
京
で
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
家
族
と
一
緒
に
長
く
や
れ
る
仕

事
を
し
た
い
と
思
い
、
原
村
で
の
里
親
制
度
の
研
修
を
経
て
、
今
年
４

月
に
茅
野
市
で
就
農
し
ま
し
た
。
現
在
は「
紅こ

う
き
ゅ
う久
」や「
岩い

わ

の
白は

く
せ
ん扇
」を

中
心
に
15
品
種
の
キ
ク
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　
独
立
後
は
、
教
習
所
を
出
て
初
め
て
路
上
を
運
転
す
る
よ
う
な
感
覚

で
、
出
荷
で
き
る
ま
で
不
安
も
あ
り
ま
す
が
、
ま
ず
は
里
親
と
同
じ
よ

う
に
高
品
質
で
出
荷
で
き
る
よ
う
心
掛
け
て
い
ま
す
。

　
技
術
的
に
理
解
し
て
い
て
も
上
手
く
い
か
な
か
っ
た
り
、
慣
れ
な
い

気
候
に
悩
ま
さ
れ
な
が
ら
も
、
東
京
で
の
生
活
と
は
違
っ
て
、
家
族
と

の
時
間
が
増
え
た
こ
と
が
原
動
力
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
近
所
の
方

に
「
畑
を
き
れ
い
に
し
て
も
ら
っ
て
嬉
し
い
」
と
声
を
か
け
て
も
ら
っ

た
こ
と
も
励
み
に
な
り
ま
し
た
。
仕
事
柄
、
下
を
見
て
作
業
を
す
る
こ

と
が
多
く
て
疲
れ
ま
す
が
、
上
を
見
れ
ば
、
す
ぐ
目
の
前
に
広
が
る
雄

大
な
八
ヶ
岳
に
も
癒
し
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　
生
産
者
が
減
っ
て
も
、
生
産
量
を

維
持
す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
、
将

来
的
に
は
面
積
拡
大
も
予
定
し
て
お

り
、
自
分
が
里
親
と
な
り
研
修
生
を

受
け
入
れ
て
い
く
こ
と
も
考
え
て
い

ま
す
。

農業者からの
メッセージ

市
いちかわ

川 薫
かおる

さん（39歳）

ファームヤマコ　小
こばやし

林 政
まさ

雄
お

さん（68歳）

低
コ
ス
ト
・
高
品
質
を
目
指
し
て

家
族
と
の
時
間
が
原
動
力
に

バ
ナ
ナ
を
特
産
品
に
！

バナナの木

こだわりのバナナ畑で

佐久市茅野市

松本市

キクの状況を確認する市川さん

７月に初めての出荷を予定しています

アスパラガスを収穫中の田中さん

ハウスで大きく育ったアスパラガス

小
こ

宮
み

山
やま

 弘
ひろ

之
ゆき

さん（47歳）

経
験
・
知
識
を
活
か
し
た
チ
ャ
レ
ン
ジ

坂城町

弘之さん（左）とご家族

作業する弘之さん
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昨
年
の
夏
は
観
測
史
上
ま
れ
に
み

る
猛
暑
と
な
り
、
全
国
的
に
も
水
稲

の
品
質
低
下
が
大
き
な
問
題
と
な
り

ま
し
た
。
夏
季
冷
涼
な
長
野
県
で
も
、

近
年
は
こ
れ
ま
で
経
験
の
な
い
よ
う

な
高
温
に
見
舞
わ
れ
、
高
温
障
害
対

策
の
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

水
稲
の
玄
米
品
質
は
「
出
穂
期
」

（
※
１
）
以
後
の
気
温
に
強
く
影
響

を
受
け
ま
す
。
水
稲
の
登
熟
期
間
に

あ
た
る
８
月
の
平
均
気
温
が
特
に
高

か
っ
た
年
に
は
、
一
等
米
比
率
が
低

下
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
（
図
１
）。

高
温
障
害
に
よ
る
品
質
低
下
の
主
な

原
因
は
、
胴
割
粒
と
白
未
熟
粒
で
す

（
図
２
）。
い
ず
れ
も
稲
の
登
熟
期
間

前
半
の
気
温
が
高
い
と
発
生
し
や
す

く
、
胴
割
粒
は
こ
れ
に
加
え
、
収
穫

期
の
高
温
多
日
照
や
早
期
落
水
、
刈

遅
れ
な
ど
の
条
件
が
重
な
る
こ
と
で

多
発
し
ま
す
。
長
野
県
で
は
夏
季
高

温
年
に
胴
割
れ
が
多
発
し
、
し
ば
し

ば
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
胴
割
粒
は
登
熟
期
間
の
葉
色
が
淡

い（
黄
色
い
）と
発
生
し
や
す
く
、
適

期
適
量
の
追
肥
が
発
生
防
止
に
効
果

的
で
す
。
ま
た
白
未
熟
粒
の
中
で
も

特
に
背
白
・
基
白
粒
は
、
生
育
が
貧

弱
な
稲
で
多
発
し
ま
す
。
土
づ
く
り

や
深
耕
、
適
切
な
肥
培
管
理
、
特
に

適
度
な
追
肥
を
行
っ
て
登
熟
期
の
稲

の
栄
養
状
態
を
良
好
に
保
つ
こ
と
が
、

品
質
維
持
に
は
効
果
的
で
す
。

　
出
穂
後
20
日
間
の
気
温
が
連
日
高

く
推
移
す
る
と
、
高
温
障
害
の
危
険

が
高
ま
り
ま
す
。
高
温
が
続
く
場
合

は
か
け
流
し
が
有
効
で
す
。
難
し
い

場
合
は
日
中
深
め
に
湛
水
し
ま
す
。

夜
間
は
浅
水
で
構
い
ま
せ
ん
（
フ
ェ

ー
ン
襲
来
時
は
昼
夜
湛
水
）。
入
水

は
用
水
温
が
低
い
時
間
に
行
い
ま
す
。

完
全
落
水
は
収
穫
の
約
10
日
前
を
目

安
と
し
、
登
熟
後
期
ま
で
根
が
吸
水

で
き
る
環
境
を
整
え
ま
す
。
落
水
後

も
極
端
に
干
し
上
げ
ず
、
必
要
に
応

じ
て
走
水
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
刈
遅
れ
と
な
ら
な
い
よ
う
収
穫
適

期
の
見
極
め
を
行
う
こ
と
が
品
質
維

持
に
は
と
て
も
重
要
で
す
。
農
業
農

村
支
援
セ
ン
タ
ー
（
※
２
）
か
ら
公

表
さ
れ
る
成
熟
期
予
測
な
ど
の
情
報

を
活
用
し
、
適
期
に
作
業
を
行
え
る

よ
う
、
早
め
に
収
穫
調
整
の
準
備
を

整
え
ま
し
ょ
う
。
毎
年
の
よ
う
に
刈

遅
れ
て
し
ま
う
場
合
は
、
収
穫
期
が

分
散
さ
れ
る
よ
う
品
種
構
成
を
見
直

し
ま
し
ょ
う
。

　

２
０
１
４
年
に
就
農
し
、今
年
で
10
年
目
に
な
り
ま
す
。現
在
は
水
稲

70
㌃
と
、
ナ
ス
や
ニ
ン
ジ
ン
を
主
体
に
野
菜
数
品
種
３
５
０
㌃
を
環
境

に
配
慮
し
な
が
ら
栽
培
し
、
市
場
へ
の
出
荷
の
ほ
か
、
ネ
ッ
ト
販
売
や

地
域
の
学
校
給
食
へ
も
供
給
し
て
い
ま
す
。
東
京
都
出
身
で
す
が
、
子

ど
も
が
生
ま
れ
環
境
に
恵
ま
れ
た
中
で
育
て
た
い
と
、
父
の
出
身
地
で

あ
る
安
曇
野
市
へ
の
移
住
を
決
断
し
ま
し
た
。
安
曇
野
市
で
暮
ら
す
う

ち
に
農
業
の
魅
力
に
触
れ
、
専
業
農
家
に
な
る
こ
と
を
選
択
し
ま
し
た
。

　
「
農
業
を
通
じ
て
地
域
を
元
気
に
し
た
い
、
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
」

と
い
う
思
い
か
ら
、
積
極
的
に
市
内
の
イ
ベ
ン
ト
へ
参
加
し
て
い
ま
す
。

自
分
で
も「
農
家
と
生
き
る
」と
い
う
団
体
を
結
成
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ

ベ
ン
ト
を
企
画
・
開
催
し
て
い
て
、こ
の
７
月
に
も
七
夕
イ
ベ
ン
ト
を
企

画
し
ま
し
た
。
ま
た
、
中
学
生
に
野
菜
の
収
穫
と
袋
詰
め
を
し
て
も
ら

う
体
験
授
業
の
受
け
入
れ
も
行
っ
て
い
ま
す
。
授
業
が
き
っ
か
け
で
農

業
学
校
へ
進
学
し
て
く
れ
た
生
徒
も
い
て
、
と
て
も
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　
安
曇
野
市
で
は
学
校
給
食
用
の
野
菜
を
栽
培
し
て
い
る
農
家
が
少
な

い
た
め
、
今
後
は
面
積
と
品
種
を
増
や
し
自
給
率
を
上
げ
る
こ
と
を
目

標
に
し
て
い
ま
す
。
市
内
で
作
っ
た
野
菜
を

使
っ
た
給
食
を
食
べ
て
も
ら
う
こ
と
で
、
子

ど
も
た
ち
だ
け
で
な
く
親
御
さ
ん
に
も
地
域

の
農
業
を
知
っ
て
も
ら
え
た
ら
と
思
い
ま
す
。

農
業
は
後
継
者
不
足
が
問
題
に
な
っ
て
い
ま

す
が
、
自
分
の

活
動
を
通
じ
て

農
業
の
楽
し
さ

を
広
め
、
将
来

に
つ
な
げ
て
い

き
た
い
で
す
。

のぐちファーム　野
の

口
ぐち

 雄
ゆう

貴
き

さん（38歳）

農
業
を
通
じ
て
安
曇
野
を
元
気
に

安曇野市

農業者からの
メッセージ

No.5

　

長
野
県
下
で
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
型
投
資
・

ロ
マ
ン
ス
詐
欺
が
多
数
発
生
し
て
い

ま
す
。
令
和
６
年
４
月
末
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ

型
投
資
・
ロ
マ
ン
ス
詐
欺
被
害
は
、

49
件
（
前
年
比
＋
42
件
）、
被
害
額

６
億
２
９
３
１
万
円
（
同
＋
５
億
６

４
２
５
万
円
）
と
危
機
的
な
状
況
で

す
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
通
じ
て
の
投
資
話

に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
投
資
話
を

持
ち
か
け
ら
れ
た
ら
金
融
庁
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
で
正
規
の
業
者
か
確
認

す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
長
野
県
警

の
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
チ
ャ
ン
ネ
ル
に

お
い
て
、
池
上
彰
さ
ん
の
動
画
を
公

開
し
、
投
資
詐
欺
の
被
害
に
遭
わ
な

い
よ
う
注
意
喚
起
を
し
て
い
ま
す
。

動
画
を
見
て
、
投
資
詐
欺
の
手
口
を

知
り
、
被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

水稲の高温障害対策
農業技術課副主任専門技術員

　奥出 聡美

高
温
障
害
対
策

整粒 白未熟粒

胴割粒

23 24 25 26 27
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91
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）
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ナスの定植作業中。
収穫した野菜はネ
ット販売もしてい
ます

野口さん(中央)と、奥様(左)、従業員 佐藤さん(右)

図1  8月の月平均気温と長野県の一等米比率
気温データはアメダス観測地点穂高を使用。（2009～2023年）

https://www.pref.nagano.
lg.jp/koho/kensei/soshiki/
soshiki/genchi.html#chiho

図2  整粒、白未熟粒、胴割粒

▼
適
期
収
穫

▼
登
熟
期
の
水
管
理

▼
健
全
な
稲
体
の
育
成

（脚注）
※1	「出穂期」水田の全ての穂のうち、40～

50％で、稲の穂が葉鞘から出た時期の
こと。少しでも穂が外に飛び出してい
れば「出穂」。80％の穂が出穂している
時期は「穂揃期」という。

※2	「農業農村支援センターリンク一覧」

長 野 県 警 ラ イ ポ く ん か ら の お 知 ら せ

SNS型投資・ロマンス詐欺に注意

NOSAIからのお知らせ

農
業
共
済
新
聞
は
、

地
域
と
農
業
を

元
気
に
し
ま
す
。

　
農
業
経
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
情
報
、
暮
ら
し

の
ヒ
ン
ト
や
収
入
保
険
の
情
報
、
い
ざ
と
い

う
時
の
保
険
の
こ
と
も
、
掲
載
さ
れ
て
い
る

農
業
共
済
新
聞
。

　
毎
週
水
曜
日
、
月
４
回
の
発
行
で
す
。

　
収
入
保
険
加
入
者
、
基
礎
組
織
構
成
員
の

新
規
購
読
者
に
は
も
れ
な
く
Ｑ
Ｕ
Ｏ
カ
ー
ド

５
０
０
円
分
を
差
し
上
げ
ま
す
。●申し込みやお問い合わせは、

　NOSAI長野本所  総務部企画情報課
　TEL026-217-5804
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3,000万円の住宅
1,200万円加入

特約に伴う追加の掛金は共済金額に関係なく、
火災共済が810円、総合共済が1,760円となります。

小損害実損塡補特約臨時費用担保特約

特約に加入することで、
建物・家財・収納農機具ごとに30万円までの
損害額であれば実損害額を補償できます。

Ⅰ

落雷事故により、
エアコンが修理不能
（損害額20万円）に
なった場合

エアコンが
修理不能

20万円の損害

通常のお支払い額は 小損害実損塡補特約
があれば

20万円
※80％以上の損害を全損と考慮し
　計算します。

特約により、
満額のお支払い!

10万円
3,000万円×80％
1,200万円20万円

臨時費用担保特約を付けることで、損害に伴う臨時の費
用として、損害共済金の最高30％（１回の事故につき１建
物ごとに250万円）を限度に、支払共済金にプラスしてお
支払いします。

Ⅱ

給付割合は、30％、20％、10％から選択できます。

火災等の事故によって加入者等が事故発生日から200日
以内に死亡、後遺障害を被った際は、１名ごとに共済金額
の30％（１事故につき１名ごと200万円を限度）を死亡・
後遺障害者費用共済金としてお支払いします。
※ただし、自然災害（地震を含む）による共済事故の場合、死亡・後
遺障害費用共済金をお支払いすることができません。

選択した割合に応じた掛金率が適用されます。（例え
ば、普通物件一般造、共済金額1,000万円、火災共済
に加入の場合、掛金は基本契約のみの場合は6,900円、
臨時費用担保特約30％付きの場合は8,100円となり
ます。）

臨時費用担保特約30％を付けた加入建物が
火災事故（一部損害）に遭い、支払共済金が
500万円だった場合

【支払共済金】
500万円

【臨時費用共済金】
150万円

（500万円×30％）
650万円

※ただし、地震・噴火等の事故による場合や、自然災害による共済事故
でも損害額が１万円未満の場合、この特約に掛かる共済金をお支払い
することができません。

※ただし、地震・噴火等の事故による損害の場合、臨時費用共済金
のお支払いはできません。

支払共済金に臨時費用共済金を
プラスしてお支払いします。

死亡・後遺障害費用共済金も
プラスしてお支払いします。

例えば

例えば

共済事故が発生したときの損害の額が30万円以下の場合、
損害の額と同額を共済金としてお支払いします。

特約の加入要件 共済金額1,000万円以上
ご加入されている建物

建物共済
火災共済／総合共済

保管中農産物補償共済

収入保険

　
農
作
物
共
済
、
果
樹
共
済
、
畑
作
物
共
済
に
加

入
し
て
い
る
収
穫
後
の
農
産
物
の
備
え
に
、
風
水

害
、
火
災
、
雪
害
、
地
震
、
盗
難
、
運
送
中
の
事

故
に
よ
る
損
害
を
補
償
す
る
保
管
中
農
産
物
補
償

共
済
の
加
入
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

　
令
和
５
年
度
に
お
け
る
共
済
金
の
支
払
い
件
数
の
４
件
に
１
件
は
落
雷
に
よ
る
も
の
で
し
た
。

急
な
天
候
変
動
に
伴
う
落
雷
に
よ
る
家
電
製
品
へ
の
被
害
が
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
小
損
害
実
損
塡
補
特
約
、
臨
時
費
用
担
保
特
約
は
わ
ず
か
な
掛
金
で
補
償
を
さ
ら
に
充
実
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
落
雷
シ
ー
ズ
ン
に
備
え
、
特
約
の
付
帯
に
つ
い
て
ご
検

討
く
だ
さ
い
。

◆	保管中農産物の損害額を共済金としてお支払いします。
共済金（損害額）＝１kgあたりの価額（※）×損害数量（kg）
●100万円に契約口数を乗じた額が支払限度です。
●（※）農林水産大臣が告示する１kgあたり共済金額等の最高額を使用します。

掛金の額には事務費
賦課金を含みます。
いずれも中途解約は
できません。

加入タイプ 補償期間 掛金
A（タイプ） 連続する120日間 2,500円（１口あたり）
B（タイプ） 連続する１年間 6,500円（１口あたり）

◆	1品目、1口100万円から加入。2つのタイプから選択できます。

◆	建物に保管中の農産物の損害を補償します。
◆	風水害、火災、雪害、地震等と盗難および
	 運送中の事故を補償します。
●盗難は、盗難によるき損、汚損を含みます。
●運送中の事故は、圃場から直接出荷する場合と
運送業者等が運送を担う場合を除きます。

収
穫
か
ら
出
荷
・

販
売
ま
で
を
補
償
す
る

わずかな掛金で補償を充実

　
収
入
保
険
の
新
規
加
入
を
ご
検
討
中
の
農
業
者
の
皆

様
に
お
知
ら
せ
で
す
。

　
例
年
、
大
勢
の
方
に
収
入
保
険
の
加
入
を
ご
検
討
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
農
繁
期
と
な
る
10
月
～
12
月

は
「
忙
し
く
て
考
え
て
い
る
暇
が
な
い
」
と
加
入
を
見

送
る
方
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
農
繁
期
を
迎

え
る
前
に
見
積
り
を
し
て
、
加
入
の
ご
検
討
を
進
め
て

み
ま
せ
ん
か
？

　
お
見
積
り
に
必
要
な
も
の
は
令
和
２
年
～
令
和
５
年

の
「
確
定
申
告
書
」、「
青
色
申
告
決
算
書
」、「
そ
の
他

必
要
書
類
（
棚
卸
表
等
）」と
な
り
ま
す
。
青
色
申
告
の

実
績
が
４
年
未
満
の
場
合
は
、
令
和
５
年
ま
で
の
年
数

分
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。
こ
れ
ら
の
書
類
を
も
と
に
無

料
で
見
積
書
を
作
成
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
収
入
保
険
加

入
の
ご
検
討
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
令
和
６
年
分
か
ら
青
色
申
告
を
始
め
た
方
も

収
入
保
険
に
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
税
務
署
へ
提
出
し
た
「
青
色
申
告
承
認
申
請
書
」
の

写
し
等
を
ご
用
意
し
て
い
た
だ
き
、
令
和
７
年
に
見
込

ん
で
い
る
農
業
収
入
を
教
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
見
積
書

を
作
成
し
ま
す
の
で
、
青
色
申
告
を
始
め
た
ば
か
り
の

方
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 農

作
業
が
忙
し
く
な
る
前
に

収
入
保
険
の
早
期
見
積
り
を
し
ま
し
ょ
う
！

青色申告決算書（1〜2ページ） 確定申告書青色申告承認申請書

お問い合わせは最寄りのNOSAI
またはLINE公式アカウントへ！

令和5年度の新規加入者566名のうち、
201名の方が早期見積りをして
ご加入いただきました！
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飯
山
市
常
盤
地
区
の
㈲
Ｏ
Ｍ
Ｃ
（
オ
ー
エ
ム
シ
ー
）（
代

表
：
大
日
方
隆
行
さ
ん
）
で
は
、
６
名
の
社
員
を
中
心
に

25
㌶
に
及
ぶ
多
品
目
栽
培
を
展
開
し
、
経
営
の
ほ
か
地
域

農
業
の
活
性
化
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

先
代
か
ら
通
年
の
キ
ノ
コ
栽
培
を
し
て
き
ま
し
た
が
、

15
年
ほ
ど
前
か
ら
枝
豆
や
野
菜
の
栽
培
を
取
り
入
れ
ま
し

た
。
キ
ノ
コ
の
価
格
が
低
下
す
る
な
か
夏
場
の
収
益
源
を

模
索
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
注
目
さ
れ
始
め
た
ば
か
り
の
茶

豆
の
種
を
も
ら
い
畑
に
ま
い
て
み
た
の
が
き
っ
か
け
。
結

果
的
に
は
、
他
県
の
産
地
と
比
較
し
て
も
気
候
や
条
件
な

ど
が
一
致
す
る
適
地
で
し
た
。

　
枝
豆
が
主
力
品
目
の
一
つ
と
な
っ
た
今
、
同
社
の
一
押

し
商
品
〝
や
ん
ち
ゃ
豆
〟
と
し
て
夏
の
出
荷
最
盛
期
を
迎

え
ま
す
。

　
千
曲
川
流
域
の
広
大
な
農
地
に
作
付
け
ら
れ
た
枝
豆
は
、

夏
の
太
陽
光
を
ふ
ん
だ
ん
に
浴
び
て
育
ち
ま
す
。
取
材
し

て
わ
か
っ
た
こ
と
は
、
消
費
者
に
お
い
し
い
枝
豆
を
提
供

す
る
た
め
の
徹
底
的
な
プ
ロ
セ
ス
と
こ
だ
わ
り
で
し
た
。

収
穫
後
の
枝
豆
は
急
速
に
鮮
度
が
落
ち
、
そ
れ
と
と
も
に

甘
味
な
ど
が
失
わ
れ
る
の
が
特
徴
で
す
が
、
同
社
で
は

　
① 

収
穫
後
30
分
以
内
に
冷
蔵
施
設
へ
搬
入

　
② 

８
～
10
℃
で
１
日
か
け
て
芯
ま
で
冷
却

　
③ 

冷
涼
な
施
設
内
で
素
早
く
選
別
と
包
装

し
、
最
高
レ
ベ
ル
で
鮮
度
を
保
持
し
た
ま
ま
お
届
け
し
て

い
ま
す
。
大
日
方
代
表
が
以
前
に
流
通
関
係
に
従
事
さ
れ

て
い
た
経
験
か
ら
、
包
装
材
も
最
高
品
質
の
も
の
を
使
用

し
、
新
鮮
な
ま
ま
の
枝
豆
が
県
内
の
ツ
ル
ヤ
各
店
で
お
買

い
求
め
で
き
る
ほ
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ー
パ
ー
な
ど
に
も

出
荷
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
枝
豆
の
主
な
産
地
と
し
て
は
秋
田
県
が
有
名
で
す
が
、

品
質
で
は
負
け
な
い
よ
う
、
こ
だ
わ
っ
て
作
っ
て
い
ま
す
。

暑
い
夏
は
枝
豆
で
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
」
と
大
日
方
代
表

は
胸
を
張
り
ま
す
。

　
商
品
名
に
も
使
用
さ
れ
て
い
る
〝
や
ん
ち
ゃ
〟
と
い
う

言
葉
に
は
、〝
信
じ
て
突
き
進
む
、
挑
戦
す
る
心
〟と
い
う

想
い
が
込
め
ら
れ
て
い
て
、
明
る
く
元
気
に
作
業
す
る
社

員
に
そ
の
社
風
が
表
れ
て
い
ま
す
。
収
入
保
険
に
加
入
し

て
い
る
の
で
、
全
力
で
現
場
作
業
に
邁
進
で
き
る
体
制
に

も
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
を
目
指
し
、
さ
ら
に
品
質

に
こ
だ
わ
っ
て
生
産
を
続
け
、
真
心
を
込
め
た
農
産
物
を

お
届
け
し
て
い
き
た
い
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

栽培での工夫、生産へのこだわりを持って、
挑戦する心、真心を込めてお届けします。

今号の
スマイル

さん

大型の機械で枝豆の種まきと溶剤散布

枝豆の収穫作業

活躍する女性オペレーター

「ひっぱりくん」と呼ばれる機械を使った
２人１組で長ネギを植え付け

新
任
職
員
の
紹
介

人
事
異
動

退
職
者

佐
久
支
所

上
小
支
所

上
小
支
所

下
伊
那
支
所

松
塩
筑
支
所

安
曇
野
支
所

　

組
合
員
の
皆
様
と
、
生
ま

れ
育
っ
た
長
野
県
に
恩
返
し

を
す
る
つ
も
り
で
頑
張
り
ま

す
。

　

農
家
様
と
の
出
会
い
を
大

切
に
、
そ
の
中
か
ら
得
ら
れ

る
情
報
や
知
識
を
蓄
え
包
容

力
応
用
力
を
身
に
付
け
ら
れ

る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

　

社
会
人
１
年
目
、
周
り
の

先
輩
方
の
ご
指
導
の
も
と
知

識
を
た
く
さ
ん
吸
収
し
、
飛

躍
で
き
る
１
年
に
し
ま
す
。

　

組
合
の
一
員
と
し
て
加
入

者
の
皆
様
の
お
役
に
立
て
る

よ
う
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ご
指
導
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

新
し
い
経
験
の
機
会
と
役

割
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
１

年
後
、
良
い
振
り
返
り
が
で

き
る
よ
う
日
々
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　

農
家
の
方
や
地
域
の
方
に

女
性
と
間
違
わ
れ
た
こ
と
が

幾
度
か
あ
り
ま
し
た
。
少
し

で
も
早
く
皆
様
に
覚
え
て
も

ら
え
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
!!

齊さ
い

藤と
う 

雄ゆ
う

生き

（
長
野
市
）

北き
た

原は
ら 

ゆ
う
子こ

（
上
田
市
）

横よ
こ

山や
ま 

廉れ
ん

一い
ち

郎ろ
う

（
上
田
市
）

宮み
や

下し
た 

翔か
け
る

（
筑
北
村
）

藤ふ
じ

原わ
ら 

卓た
く

哉や

（
松
本
市
）

丸ま
る

山や
ま 

展ひ
ろ

明あ
き

（
安
曇
野
市
）

令
和
６
年
４
月
１
日
付　
※
管
理
職
以
上

令
和
６
年
3
月
31
日
付

（  

）内
は
前
職 

※
は
再
雇
用

◆	

佐
久
支
所

	

吉
澤 

喜
和（
次
長
）

	

岡
部 

貞
幸（
次
長
）※

◆	

諏
訪
支
所

	

笹
谷 

英
樹（
支
所
長
）

◆	

北
ア
ル
プ
ス
支
所

	

太
田 

剛
司（
支
所
長
）

◆	

本
所

	

植
田 

雅
夫（
事
業
部
長
）

	

栁
澤 

健
一（
総
務
課
長
兼
経
理
課
長
）

◆	

佐
久
支
所

	

桜
井 

康
民（
次
長
）

	

有
坂 

英
敏（
次
長
）

	

新
津 

政
雄（
次
長
）

◆	

上
小
支
所

	

堀
内 

俊
明（
支
所
長
）

◆	

諏
訪
支
所

	

小
林 　
功（
支
所
長
）

◆	

上
伊
那
支
所

	

浦
野 

裕
治（
支
所
長
）

◆	

下
伊
那
支
所

	

金
田 

順
子（
支
所
長
）

	

酒
井 

靖
典（
次
長
）

◆	

松
塩
筑
支
所

	

宮
内 

喜
久
夫（
次
長
）

◆	

安
曇
野
支
所

	

代
田 

健
治（
次
長
）

◆	

北
ア
ル
プ
ス
支
所

	

大
日
方 

秀
次（
支
所
長
）

◆	

北
信
支
所

	

佐
藤 

正
人（
支
所
長
）

◆	

北
信
支
所
更
埴
出
張
所

	

宮
澤 

弘
治（
出
張
所
長
）

◆	

東
信
地
域
家
畜
診
療
所

	

石
塚 

典
子（
所
長
）

◆	

中
信
地
域
家
畜
診
療
所

	

森
田 

裕
貴（
所
長
）

◆	

北
信
地
域
家
畜
診
療
所

	

佐
藤 

友
吾（
所
長
）

長野県農業共済組合

（　
）は
出
身
地

今
年
度
６
名
の
新
た
な
仲
間
が
増
え
ま
し
た
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

［質問］
今年の抱負は?

飯山市
㈲OMC（オーエムシー）

大
お び な た

日方 隆
たかゆき

行さん
（表紙写真  後列中央）
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個人情報の取扱い・
注意事項について
●ご記入いただいた個人情報は、
長野県農業共済組合（ＮＯＳＡＩ
長野）が適切に管理いたします。
賞品の発送、読者の声の掲載の
ためにご記入いただくもので、
それ以外の目的で個人情報を利
用したり、第三者への提供・開
示をしたりすることは一切あり
ません。●ご応募に際しては、
個人情報の取り扱いに同意した
上でご応募ください。●賞品ま
たは抽選や当選に関するご質問
は受け付けておりません。

クイズは２問あります。
文字を組み合わせて言葉を完成させてください。

野菜ソムリエ
プロ・フードスタイリング

&フォトグラファー
綿貫 みどり

愛知県出身。2008年から信州に移り
住み、信州野菜の美味しさに感動した
ことがきっかけで、食に関する資格を
いくつか取得。料理や写真を通して、
「畑から食卓までを笑顔でつなぐ」を
モットーに日々活動しております。

長野市大字中御所
字岡田79-5
　NOSAI長野
　　  クイズ係 行

切 手 を
お 貼 り
ください

〒380-0935
（おもて面）

答え	 Q1 □□
	 Q2 □□□□
郵便番号・住所・氏名・
年齢・電話番号をご記入
ください。
※我が家の自慢料理を
　教えてください。

（うら面）

甘じょっぱさがクセになる!甘じょっぱさがクセになる!

枝豆マフィン枝豆マフィン

※広報紙への感想・意見などもあわせて書いていただけると幸いです。

■応募方法
記入例（ハガキでご応募ください）

Q1 若 葉 Q2 桜 前 線

　
小
谷
村
の
北
部
、
新
潟
県
と
長
野
県
を
結
ぶ
国
道
１
４

８
号
線
沿
い
に
あ
る
「
道
の
駅 

お
た
り
」
は
売
店
や
食
事

処
を
備
え
た
大
型
複
合
施
設
で
す
。

　
小
谷
村
や
周
辺
の
古
民
家
の
古
木
を
使
い
組
み
上
げ
た

売
店
に
は
、
季
節
ご
と
の
さ
ま
ざ
ま
な
山
菜
や
、
小
谷
村

の
素
材
を
生
か
し
た
日
本
酒
・
焼
酎
・
地
元
の
伝
統
を
受

け
継
ぐ
工
芸
品
が
並
び
ま
す
。

　

同
施
設
内
に
は
か
ま
ど
炊
き
ご
飯
が
自
慢
の
食
事
処

「
鬼
の
厨
」が
あ
り
、
茅
萱
屋
根
や
古
木
の
懐
か
し
い
雰
囲

気
の
店
内
で
は
、
か
ま
ど
の
芳
ば
し
い
香
り
が
漂
い
ま
す
。

人
気
の
メ
ニ
ュ
ー
は「
日
替
わ
り
か
ま
ど
定
食
」、
小
谷
産

コ
シ
ヒ
カ
リ
の
炊
き
立
て
か
ま
ど
ご
飯
に
加
え
、
日
替
わ

り
の
小
谷
産
・
信
州
産
食
材
の
メ
イ
ン
と
小
鉢
、
お
味
噌

汁
や
お
漬
物
も
楽
し
め
ま
す
。

　
併
設
さ
れ
た
「
深
山
の
湯
」
は
温
度
の
異
な
る
北
小
谷

温
泉
と
風
吹
荘
源
泉
を
湯
も
み
し
た
混
合
泉
。
源
泉
掛
け

流
し
の
大
き
な
浴
槽
や
露
天
風
呂
に
加
え
サ
ウ
ナ
、
水
風

呂
も
備
え
ド
ラ
イ
ブ
で
疲
れ
た
体
を
癒
し
て
く
れ
ま
す
。

　
小
谷
村
に
お
越
し
の
際
は
、
食
事
に
休
憩
に
お
土
産
選

び
に
、
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

道の駅「おたり」
（小谷村）

◆「
ビ
ー
ル
に
枝
豆
」は

　
理
に
か
な
っ
て
い
る
?!

　
枝
豆
と
い
え
ば
ビ
ー
ル
の
お
つ
ま
み
の
定
番
で
す

が
、
実
は
理
に
か
な
っ
て
い
る
の
で
す
！
枝
豆
に
は

メ
チ
オ
ニ
ン
と
い
う
ア
ル
コ
ー
ル
を
分
解
す
る
成
分

や
、
ア
ル
コ
ー
ル
代
謝
を
促
進
す
る
ビ
タ
ミ
ン
B1
、

肝
臓
の
働
き
を
高
め
て
く
れ
る
コ
リ
ン
も
含
ま
れ
て

い
る
た
め
、
ビ
ー
ル
に
限
ら
ず
お
酒
全
般
と
組
み
合

わ
せ
る
に
は
ピ
ッ
タ
リ
で
す
。

◆
枝
豆
と
大
豆
の
関
係
は
？

　
枝
豆
の
栄
養

　
枝
豆
は
、
大
豆
の
若
さ
や
を
未
熟
な
う
ち
に
収
穫

し
た
も
の
を
い
い
ま
す
。
完
熟
す
る
と「
畑
の
肉
」と

言
わ
れ
る
大
豆
に
な
る
だ
け
あ
り
、
タ
ン
パ
ク
質
が

豊
富
。
ま
た
大
豆
と
は
異
な
り
カ
ロ
テ
ン
や
ビ
タ
ミ

ン
Ｃ
も
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

◆
枝
豆
の
選
び
方
・
保
存
方
法
等

　
豆
が
よ
く
ふ
く
ら
み
、
さ
や
の
緑
が
濃
く
、
大
き

さ
が
そ
ろ
っ
て
い
る
も
の
を
選
び
ま
し
ょ
う
。
枝
や

葉
が
付
い
て
い
る
方
が
う
ま
み
や
甘
み
が
長
持
ち
し

ま
す
。
長
く
保
存
す
る
場
合
は
、
茹
で
て
冷
ま
し
冷

凍
す
る
の
が
オ
ス
ス
メ
。

★材料★（8号カップ6～8個分）

枝豆（さや付き）.........................約200g
塩.....................................................小さじ1
水.......................................................100ml
プロセスチーズ・ブロックベーコン
　　　　　　　..........合わせて100g
ホットケーキミックス................150g
【★】
卵.......................................................... L１個
豆乳または牛乳..............................60ml
サラダ油またはこめ油.........大さじ２
砂糖..............................................大さじ１

＜枝豆の蒸し焼き＞
①	枝豆は洗って水気をよく切る。塩を振り、こすり合わせる
ように揉み込む。

②	フライパンに①と水を入れ、強火で沸騰させたら少し火を
弱め（強めの中火程度）蓋をして約４分蒸し焼きにする。

③	蓋を開け水分を飛ばし火を止め、ザルにあげうちわ等であ
おいで冷ます。

＜マフィンを作る＞
①	枝豆の実を取り出し、トッピング用に20粒程度取り分け
ておく。チーズ・ベーコンは５mm角程度に切る。オーブ
ンを180℃に予熱開始。

②	ボウルに【★】を入れ、泡立て器でよく混ぜたらホットケー
キミックスを入れ混ぜ合わせる。

③	枝豆・チーズ・ベーコンを入れ混ぜ合わせ、型に流し入れる。
④	残しておいた枝豆をトッピングして、180℃のオーブンで
20〜25分焼いてできあがり。

★作り方★

「枝豆」の
あんなこと・
こんなこと

■当選者発表
　正解者742通の中から抽選の結果、次の方々が
当選されました。おめでとうございます。QUO
カード（500円分）を進呈します。
　当選者の発表は29号をもって終了させていた
だきます。

■	前号の答え

答え 
Q1 □□
Q2 □□□□

◆締め切りは、令和6年10月10日（木）必着
●クイズ２問に正解した方の中から抽選で40名様
にQUOカード（500円分）を進呈します。

●当選者の発表は、賞品の発送をもってかえさせて
いただきます。

「鬼の厨」かまど炊きご飯

深山の湯一押し商品「つがいけ雪どけサイダー」

■所在地：〒399-9601 長野県北安曇郡
小谷村北小谷1861-1
■休館日：不定休  年末年始・GWは営業
■駐車場：約90台
休館等詳しくはホームページをご覧くだ
さい。
https://www.michinoeki-otari.com/
TEL.0261-71-6000

今回の食材は

「枝豆」

　
枝
豆
は
蒸
し
焼
き
す
る
こ
と

で
、
濃
厚
で
甘
み
引
き
立
つ
味

に
仕
上
が
り
ま
す
。
甘
じ
ょ
っ

ぱ
い
お
食
事
系
の
マ
フ
ィ
ン
は
、

朝
ご
は
ん
や
お
子
さ
ま
の
お
や

つ
に
ぴ
っ
た
り
♪
ベ
ー
コ
ン
チ

ー
ズ
の
代
わ
り
に
、
ミ
ニ
ト
マ

ト
や
玉
ね
ぎ
等
を
入
れ
て
も
お

い
し
い
で
す
。
ま
た
、
枝
豆
を

す
り
つ
ぶ
し
「
ず
ん
だ
餡
」
に

す
れ
ば
、
き
な
こ
な
ど
の
材
料

と
合
わ
せ
て
ス
イ
ー
ツ
系
で
も

Ｇ
ｏ
ｏ
ｄ
で
す
♪
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